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’

　　　　　　　〔1〕 緒　　　　　書

　第 1 〜 2報 に 於 て 醤油試驗結果か ら原料成分の 利 用卒を算出 し そ の 低 劣 を指摘 し食糧問題 と し て

檢 討する必 要が あ る と結論 したが試 醸は 15酎28石 の 小仕込で あ つ たた め實際 の 工場操作と熟成状況

も異 り操作中の 缺減 も大 き く前 に得 た利用傘 の 數値は 現 在 の 工 場の 實状 よ り稍懸隔 し て ゐる誹 りが

あ る o

仲 榔 野畸 在 1嬢 造工場 鯲 け 胖 年聞の 調査 馨 戯 し て 原  用彎 鄭 斗して ゐ
、

るが原料

と製品 の 間に關聯 を缺 き月利 用率の 算 出方 法に 不合理 な點 が認め られ る の で 私の 結果と比較 する事

咄 來な い
・ 偶 々 關西 6 工 場 鯲 て 同一原料 を用ぴ

一一
定配 合 及び製造方法 の

『
ドに 醤 1膿 遊 行 曜

料 よ り製 品 に至 る迄の 系統的調査並 に 製品分析 を行ふ 機會を得 、 これ に ょ つ て 原料成 分の 利 用寧 を

計算して 見 た 。

　　　　　　　〔II〕　調査工 場及工 場設備

調査 した 6 工場は 大阪府 2
・ 和歌 山 ・ 兵凧 香川 涼 都各 1で 何れ 爛 西鯲 暁 韓 な工場で

あるが工場名 を明記せ す A ．B．　C 。　 D ．　E．　F．で 示 す。

　各工場 の 工場設備及調査石 數 は次 に 示 す。
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〔HI⊃ 原料配合割合 及原料分析

容器容量（石）

　 　 50

　 　 80

　 】2eV 　15

　 　 15

　 　 16

　 　 71．5

調 査石數（石 ）

　 　 600

　 　 800

　 　 珈

　 　 500

　 3000

　 　 5QO

　各 ：r場共同
一
品簟の 大豆 、 小麥 を用 ひ・配 合割合は 一律 に大 豆 55石 （7150kg） に 對 し小麥45石 （62

60kg）を用ひ 仕込 1’c は 18° B6 鹽水 を12水 に 使 つ た。

　大豆 、 小麥 の 分析結果は吹 の 如 くで あ る 。
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　　　　　　　　　水 分 　 府機物 　 粗奮白

　　　 大 豆 　 10．69 　 85．06 　 37．81

　　　 ’i、　蔘窰　　　　　　12．33　　　　　　8625　　．　　　 H ．？5

　　　　　　 〔IV〕 生 産 歩 合

熟成歩合 、 i垂歩合 、逅 、 火入減 を示 すと

　　　　工 揚番號　　　 熟 成 歩合　　　　垂 歩合

　 　 　 　 　 A 1．6 ！5 0．831

　 　 　 　 　 B L635 0．822

　　　　　 C 　　　　　　　1．627　　　　　 0L82ア

　 　 　 　 　 D 　　　　　　　　　　　　L605　　　　　　　　　0．850

　　　　　 E L566
．
O．821

　 　 　 　 　 F 1．523 0、806

　　　　　
ZF

均　　　　　　　　　　1．595　　　　　　　　0，826

夊元 石 1石當 り醤油及 副産物量 を示 す と

　　　
工 場翻

　　糟婆　 餐璧　 空雑
　 　 　 　 A 　　　　　　　　1，342　　　　　　1290　　　　　　1．215

　 　 　 　 B I．344 1β 13 L239

　 　 　 　 C − 1．310 1238

　 　 　 　 D − 1．365 1．279

　 　 　 　 E 1．287 1。260 1．184

　　　　 F ．
−

　 1．228 　L150

　　　　『
elt
均 　　　　　　　1．325　　　　　　L294 　　　　　　L218

　　　　　　〔V〕　製成 醤油の 分析

（濔盛） 食機問題寅 して醤油釀造法 の樵討

生 壁

4．72

．3

2。0

3．1

　　　（第 3 報）

粗脂 肪　　　粗灰 分

17．8B　　　　　　 4．25

　 2．OB　　　　　　　 1．42

製 成醤油

　（石）

　 1，i21

　 L201

　 1，1ア5

　 1．226

　 1．164

　 1．096

　 1．164

製 品醤油の 分柝を各 工場別に 甼均した値を次 に 示 す。 （g／IOOee）

工 場 番 號

比 　　　重

固　形　物 ・

食　　　鹽

純 エ キ ス

總　 窒 　素

全 含水 炭素

還　元 　糖

　　　　〔VI〕

火 入減

　5，68

　 5．63

　 5、26

　7．10

　 6，02

　 6，30

　 6．00

A 　　　　　　B　　　　　　C　　　　　　D 　　　　　　E

1．195　　　　　！，186 　　　　　1，192　　　　　1，194　　　　　1．195

38．39　　　　　36．80　　　　 37 ．10　　　　　37．69　　　　 38．06

18，66　　　　　1Z74　　　　　19．26　　　　　19．21　　　　　18．56

19．73　　　　　19．Q6　　　　　1フ．84　　　　　1B．48　　　　　19嚠50
1．391　　　　　1．357　　　　　1．349　　　　　1．299 　　　　　1．465

3．59　　　　　3．04 　　　　　 2．1竃　　　　　 1」52　　　　　 4．35

2．79　　　　　2 ．56　　　　　 1，78　　　　　！．28　　　　　3．76

原斜及製品 φの 成分量及療斜成分利用寧

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

響

ll：：
14．s12

，814

．613

．813

，4

F

含水炭素

　1言；3870

．31

火 入 姫

　 7．02

　 3．10

　4．ウ2

　 3．37

　 艮．70

　 4．62

　 4．】2

1．18036

．3517

．7718

．581

．3932

．321

．96

噸夢

：1釜
鳧

：：：12
．04

李 均

1．19037

．3518

．5318

，87L3762

．822

．36

前湛の値か ら元石 1石當 り原料及製融 1コの 放分 量 （kg） を算禺す る と次 の 斯 くで あ る。
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素

形

素

炭

周
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全

含

含

原料

　 7

A 　 　 　　 　 B

9．1　 　 　 86．8

．3　　 　 41．9

．8　　　 44．9

．24　　　 3．20

　 　 　 　 ．2
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　 　 　 ‘

C 　　 　　 　D 　 　　 　　E 　 　 　　 　F

87，5　　　　　9Z5　　　　　86．4　　　　　80β

45．5　　　　　472 　　　　　42 」1　　　　　39．3

42．Q　　　　　45 ．3　　　　　44．3　　　　 41，0

3、18　　　　　3◆19　　　　　3．32　　　　　3．08

5．0　　　　　　3．フ　　　　　　9．9　　　　　　5、1

D 　　　　　 E

38．4　　　　　37，6

57．8　　　　　60．1

6．6　　　 17．5

F34

．855

．99

．星

李 均

37258

．01L6

　茲 の 全 固形物は 不 揮發性有機物 と食鹽以 外 の 灰分を包含す る もの で製 品中に は 原 料大 豆 、 小 麥 の

外 に 食鹽中の 灰分 も加算 され て ゐ るか ら幾分高率 を 示 し て ゐ る 。 其 の 利用率は M ．8N38 ．9L．S，　 −ifs・均

37，2％ で あつ た。

　窒素 の 利 用寧は 55．9A・・60．1？／e 、 手均 58．0％ で あ つ た 。

含水炭素の 利 「1捧 に は 揮發性有機成分 を 包含 し て ゐ な い か ら幾分低率 を 示 し 6b ｛ f17．5％、甼均

11．6’％ で あ つ た 。

こ の 結果 を試醸 の 場合と對照 し て 見る と

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 全 固 形 物

　　　　　　第 1 回 試 醵i　 　 　 　 32．5

　 　 　 　 　　第 2 回 試 釀 　 　 　 　 　3L7

　 　 　 　 　　工 場 調 査 　 　 　 37．2

含窒素物

　 62，0

　 59，3

　 58，0

含水 炭素

　 25．6

　 9 ．9

　 11．6

即 ち全 固形物の 利用率 は 工場調査 の 方が勝 つ て ゐ るが窒素 の 利用率は低 く叉含水炭素の 利用牽は

2 回 の 試醸 7）中間に あ つ た。

〔VII〕 結 論

　原 料及仕込割合 を等 し くせ る黝西 6醤油工 場 に 於ける醤油醸造 の 原料成分利 呵1率を調査 し た 。 結

果を綜 括す ．るに

　（1） 大豆 55、小麥 45．鹽水 120 の 仕込 に 於 て 熱成歩合の 畢均 L6、垂歩 合「り 雫均 Vi　O．83 で あ

つ た o

　（2 ） 製 成醤油 の組成は 工場 に よ り相當開きが あ つ たが雫均f直は

　　　　　 比 重 　 固形物 　 食 鹽 　 全 窒素 　 邏 元糖 　 全 含水 炭 素

　 　　 　 　 1．190　　　　　　　37．35　　　　　　　　1＆53　　　　　　　　1．38　　　　　　　　2．36 　　　　　　　　Z82

で あつ た 。

　（3） 固形物 の 利 用李 は 35〜39％干均 37．2％をノ」≒し 、 窒素に於 て は 56〜 60％ 、 雫均58％で ・含水

炭素に 於て は 7〜18％、干 均12％で あ っ た。

　（4 ） 工場調査 に よる利用率 を前 2 回の試醸 の成績 と比較す る と驚 分の 差異は あ る が 大體 に 於 て

同程度の 數字 を示 し た 。

　（5 ） 以．ヒの 成績か ら見 て醤油醸造 に 於 け る原料成分 の 利用牽 は 極 め て 低 い と云ふ 結論 は 試醸 ∠）

場合 の み な らす現 在 の 讐 油工場 に對 し て も適 咐 し得 る o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高 田研 究室報告嬉 162）
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